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東
海
朝
陽
会

有
志
数
人
が
集
ま
り
話
を
す
る
う
ち
、
お
■
い
新

宿
高
校
出
身
と
わ
か
り
、
そ
れ
な
あ
昭
和
五
十
年
代

後
半
に
数
回
開
か
れ
た
東
海
朝
陽
会
を
再
開
さ
せ
よ

ぅ
と
し、
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

東
海
地
方
四
県

（愛
知
、
岐
阜
、
三
重
、
静
岡
）

在
住
者
の
名
簿
を
整
理
し
、
二
百
七
十
名
の
方
々
に

呼
び
か
け
ま
し
た
ｏ

―
支
部
だ
よ
リ
ー
ー

二
月

二
十
八
日
（金
）
名
古
屋

の
メ
ル
パ
ル
ク

ス
”電
薔

で
疎
海
朝
陽
会
再
開
第

一
回
を
開
催
し
ま

し
た
。
旧
制
第
７
回
の
油
欄
正
幸
氏
か
ら
新
第
３６
回

の
高
橋
一
隆
氏
ま
で
四
十
二
名
の
方
々
が
集
ま
り
ま

し
た
。
こ
の
中
に
は
東
■
か
ら
駆
け
つ
け
ら
れ
た
三

名
の
方
も
含
ま
れ
ま
す
。
一　
一

旧
制
悌
‐２
掴
一
キ
一
一
●
キ
一
夕
舞
援
柾
友
彦
氏

を
会
長
に
選
び
一
驚
先
輩

，
ス
ピ
■
チ
を
交
た
な
が

ら
、
な
ご
や
か
に
臓
交
を
曖
み
ま
し
た
。
日
頃
仕
事

で
つ
き
合

っ
た
り
、
同
じ
会
社
で
仕
事
を
し
た
り
し

て
も
、
「何
だ
、
同
窓
生
か
！
」
と

い
う
出
会

い
も

多
か

っ
た
よ
う
で
す
ｏ

最
後
に

「六
中
健
児
の
歌
」
を
高
ら
か
に
歌
い
、

再
会
を
約
し
て
散
会
し
ま
し
た
が
、
学
年
雅
な
ど
い

く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
い
二
次
会
で
盛
り
上

が
“
ま
ｔ
た
。
こ
れ
か
ら
も
年
に
一
鳳
ほ
ど
会
合
を

開
き
、
旧
交
を
暖
め
ヽ
新
た
な
出
会
い
を
求
め
≡
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
（文
責
　
横
井
）

当
面
の
世
話
人
は
次
の
通
り
で
す
。

〈
一
　
　
　
長
　
旧
１２
回
　
榊
　
友
彦

名
古
屋
大
学
名
誉
教
授

世
話
人
代
表
　
新
３
回
　
森
圏
直
文

ノ
リ
タ
ケ
カ
ン
パ
ニ
ー
リ
ミ
テ
ィ
ッ
ド

世
　
話
　
人
　
新
１２
回
　
横
井
和
雄ト

ョ
タ
自
動
車
的

新
１３
回
　
久
保
田
勲
　
旭

硝

子
昧

新
１４
回
　
森
本
秀
夫
　
東
燃
化
学
仰
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